
１　現計画の点検に係る考え方

２　現計画の基本方針と点検結果のまとめ（概要）

　　　　家庭系ごみを減らす
　　　　　　　　３R運動の推進と三者協働

　　　　　　　事業系ごみの排出抑制と
資源化の推進

　違反ごみ対策と
　　　　　　　きれいなまちづくりの推進

　　　　　　収集・処理体制の整備

①制度の周知と分別の徹底
②意識啓発・環境教育の推進
③３R・生ごみ減量の推進
④市民・事業者・市の協働した体制づくり

①制度の周知徹底
②排出事業者のごみ減量への動機づけ
③分別及び資源化の促進に向けた誘導
④産業廃棄物の混入防止

①ごみ集積場における違反ごみ対策
②ごみ・資源物のごみ集積場からの持ち去
り行為の禁止に係る周知及び取締り
③地域と連携した美化活動・ぽい捨て等防
止活動の推進

①安定的かつ効率的な収集運搬体制の構
築
②効率的な適正処理・処分の実施
③廃棄物処理施設のあり方の検討
④大規模災害に備えた事前の体制整備

・基本方針１に基づく施策は全て実施
・ごみ分別の周知や３Ｒ意識の啓発に一定
の効果が表れた
・平成30年度から巻広域地区で分別方法を
統一

・平成28年度中間目標値を27・28年度は達
成
・「事業系廃棄物処理ガイドライン」の改訂・
本格実施の効果
・展開検査の強化による資源物等の搬入規
制の徹底

・分別呼称の見直しやクリーンにいがた推進
員制度の活用、集積場の適正管理による違
反ごみの減少。持ち去り・ぽい捨て件数の減
・ボランティア清掃への参加者数の増と自治
会等による自主的な美化活動の促進

・ごみ量減少や施設稼働率、施設の老朽化
などを踏まえ、白根グリーンタワーと新津ク
リーンセンターの焼却施設の運転停止によ
る効率的な処理・処分を実施
・大規模災害に備えた「新潟市災害廃棄物
処理計画」を策定

・資源物（プラマーク容器包装・雑がみなど）
分別のさらなる徹底
・生ごみ減量対策の強化
・高齢化社会に向けた対応
・転入者への分別の周知
・市民・事業者・市の三者協働による３R活動
推進体制の整備

・事業系廃棄物処理ガイドライン導入後はご
み量が減少したが以後は横ばい状態
・事業者のごみ減量に対する動機づけへの
取組みの強化

・共同住宅のごみ集積場での違反ごみへの
対応
・若年層を中心とした幅広い年齢層への環
境美化意識のさらなる促進

・ごみ量の変動に伴う収集体制及び施設の
あり方についての検討
・災害廃棄物処理計画の実効性を高めるた
め、仮置場など個別具体の設定とシミュレー
ション
・関係機関との連携を拡充
・大規模災害発生時に対応できる施設・装備
の管理

現計画の点検結果まとめ

基本理念： 市民・事業者・市の協働のもと、ともにつくる環境先進都市

一般廃棄物処理基本計画 ４つの基本方針

評価 評価

基本施策 基本施策 基本施策

次期計画での重点課題

①家庭系ごみのさらなる減量 ②事業系ごみの減量・資源化 ③ごみ量の減少に伴う、効率的な処理体制の確立

評価 評価

基本施策

④災害対策

資料４

課題 課題 課題 課題

平成24年度に策定した新潟市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（以下「現計画」という。）の基本方針に基づく施策の実施状況を整理し、これに対する評価を行った後、課題を抽出するこ
とにより、次期基本計画における基本方針の方向性を定める。
点検は、基本方針に連なる基本施策（又は個別施策）単位でこれまで実施した取り組みを整理し、この取り組みによりどのような効果が発現したか、また、実施した結果課題として残っ
たものは何かを抽出した。
なお、「これまでの取組」「効果」「評価」については、資料4-1～4-4において基本計画に基づく「具体的な推進策」ごとに記載している。

基本方針1 基本方針2 基本方針3 基本方針4


